
10．過去の開催事例（３）

2017日米亜医療機器イノベーションフォーラム沖縄 2017年11月８日

【恩納村 沖縄科学技術大学院大学（OIST）】
■主 催 US-Japan Medtech Frontiers、日米亜医療機器イノベーションフォーラム沖縄実行委員会（内閣府沖縄総

合事務局、沖縄県、国立大学法人琉球大学、万国医療津梁協議会）
■後 援 経済産業省、厚生労働省、国立研究開発法人産業技術総合研究所、一般社団法人バイオデザイン協会、

一般社団法人日本医療機器産業連合会（JFMDA）、独立行政法人日本貿易機構（JETRO）、その他
■内 容 沖縄を国際物流拠点とするためには、農産品だけでは限界があるが、医療機器開発では、アジア市場への

近接性を活かし、沖縄を拠点とした加工組立型等の製造産業を創出する可能性がある。フォーラム開催は、
日米及びアジアの医療機器の投資家、ベンチャー企業、医療機関等の耳目を集めることができるもので、将
来的な製品輸出と企業立地の促進に寄与する。

■参加国・地域 米国、日本、台湾、中国等から参加
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Strings2018 2018年6月25日～29日

【恩納村 沖縄科学技術大学院大学（OIST）】

■内 容 物理学の基本理論である「超弦理論」について、世界トップクラスの素粒子理論研究者が一堂に年１回
一堂に会する国際会議。JNTO認定「MICE誘致アンバサダー」のOIST 森田 洋平副学長が中心と
なって受入体制を整え、2003年の京都開催以来２回目の日本開催となった。

■参加国・参加者数 海外約15カ国 海外約300名 県外約100名 約400名

・ノーベル物理学賞受賞者等約30件の招待講演が行われ、
カルチャーナイトでは、琉球舞踊、空手、獅子舞、地元恩納村の
舞踊を披露し、世界各国の研究者に沖縄の文化を発信した。

・県民向けプログラムとして、国際会議の翌日には宇宙の始まり
の理論についての一般向け講演会を実施。地元高校、琉球大
学、沖縄高専の学生を始め、243名が集まり、活発な質疑が交
わされた。同時ネット配信、youtubeにもアップされている。

10．過去の開催事例（４）
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